
じょうにゅうじつうしん　だい 72ごう
常入寺通信 VOL72 2002 年 5 月 1 日

慰霊鎮魂

　 「 慰
い れ い

霊 ・ 鎮
　ちんこん　

魂 」 と い う 行為は日本の宗教のほ と ん どの目的であ る 。

そ し て 私 た ち も 興 味 の あ る こ と で あ る 。 し か し 、 慰 霊 鎮魂 の内容は

今と昔では少し様変わ り を している よ う であ る 。

　 霊
れい

を 慰
なぐさ

め 、 魂
たましい

を 鎮
しず

め る と い う 行為は昔か ら日本にあ っ た こ と で あ る

が 、 対 象 と な る も の が 今 と は 違 っ て い る 。 恐 る べ き 対象 に対 し て 慰

霊 鎮 魂 と い う こ と を す る の で あ る が 、 昔 は 戦 い の 相 手 な ど に 対 し て

行 っ た も のだそ う で あ る 。 し か し近年は靖国神社や各都道府県の護

国神社 を代表 と し て 身内が対象に な っ て い る 。 こ の こ と は 利己主義

的な こ と に な っ て き てい る こ と を 意味 し て

い るのではないだろ う か 。 身内の幸せだ

け を 願 い 、 他 の 幸せ を 願 わ な い 、 非 常

に 危 険 な こ と で あ る と い っ て も い い の で

はないでし ょ う か 。
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　 慰霊鎮魂とい う観点からいえば 、 国のために亡 くな られた人の霊を

慰め るの と同 じ ぐ ら い 、 私 た ちの先輩方がアジア太平洋地域で虐殺

してきた方々の霊も慰める こ とが本義でないか と私は思 う 。

　 も う 少 し本義的な こ と か らいえば 、 なぜ慰霊鎮魂しなければいけな

い の か 、 と い う こ と も 私 た ち は問 う て い か な く て は な ら な い の で は な

い だ ろ う か 。 先 に述べ た よ う に 慰霊鎮魂は 「 お そ れ 」 と い う 思 い が

あるか らするのである 。 とい う こ とは 、 慰霊鎮魂の対象は私たちにお

それを もた らす存在である とい う こ と であ る 。 「 靖国 」 に祀 られている

方々はそ う い う 存在なのだろ う か 。 私は違 う と 思 う 。 おそれ るのでは

な く 尊敬す る対象ではないだろ う か 。 平和の大切 さ 、 戦争の悲惨 さ

を私たちに身をもって教えて くだ さ った 、 尊きお方ではないだろ うか 。

　 そ の方々に対す る恩返 し と い う も の が あ る と す る な らば 、 戦争 を繰

り返 さ ない 、 戦争犠牲者を これ以上作らない とい う こ と 以外にはない

のではないだろ うか 。

　 「 靖国 」 に祀 られてい る人 、 その他戦争犠牲者は慰霊鎮魂すべき

存在ではな く 、 人間の愚かさを私たちに指し示して くだ さ った菩薩様

と し て ま こ と に敬っていかな く てはいけない と 、 小泉首相が靖国神社

に参拝した今 、 強 く感 じ る 。
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先般、 小泉首相が靖国神社に参拝したことに対して、 真宗大谷派

宗務総長名で抗議文が提出さてましたのでご報告いたします。

抗議文

　去る４月２１日、貴職が唐突に靖国神社へ参拝されましたことは、まことに遺

憾であり悲しみを覚えるものであります。 

　これまでも私たちは長年にわたり、真宗教団連合として「首相・閣僚の靖国神

社公式参拝の中止」を求めて要請を続けてまいりましたが、その声が聞き届けら

れることなく、このたびの参拝が行われたことに対して激しい怒りを感じます。 

　靖国神社は、戦没者を「英霊」として祀ることをとおして、国家の目的遂行の

ための戦争を正当化する機能を持った特異な宗教施設として創建されたものであ

ります。そのような性格を有する一宗教法人に、首相が参拝されることは、先の

戦争への国家の責任を曖昧にし、政教分離という日本国憲法の精神を踏みにじる

許されない行為といわざるをえません。 

　昨年９月の米国での同時多発テロを契機に行われた報復戦争によって、多くの

人々が不安と絶望の中に投げ出されている状況の中、わが国はいち早く米国支援

の姿勢を打ち出し自衛隊派遣を行っています。そして、更には、近時「有事法制

関連３法案」の制定へ向けての動きが活発化しようとしています。このような流

れを見るとき、再び戦争を可能とする環境が整えられようとしているという強い

危惧を感じるものであります。 

　このような時期に首相の靖国神社への参拝が実施されたことは、「平和を守り、

二度と悲惨な戦争を起こしてはならないとの不戦の誓いを堅持することが大切」

とする首相の参拝所感とは裏腹に、多くの戦争犠牲者の存在やその平和への願い

を無視し裏切ることに他なりません。 

　私たちは、戦争を起こしてしまう人間の罪業をどこまでも見据えながら、全人

類の平和への願いに立ち不戦の決意をあらたにするとともに、今回の貴職の靖国

神社参拝に強く抗議し、今後の参拝に関しても引き続き中止を求めるものであり

ます。 

　２００２年４月２２日  

真宗大谷派　宗務総長　三浦　崇

内閣総理大臣　小　泉　純一郎　殿  
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宗祖親鸞聖人ご命日のつどい
毎月２８日午後 2時より

本年より法話（３０分ぐらい）があります。

どうぞご近所のお方をお誘いの上、お茶を飲みに来るつもりでお越

しください。首を長くしてお待ちいたしております。

ご案内

２００２年度祠堂経会厳修
六月 二十三日（日） 祠堂のお勤め並びに午前の部 
        午前十時より
     尼講のお勤め 午後二時より
     午後の部  引き続き

 二十四日（月） 午前の部  午前十時より
     午後の部  午後二時より
法話は各午前の部午後の部終了後あります。布教師　未定

祠堂についてのお知らせ

祠堂 （お寺への寄付） は随時受け付けております。 （月参り時でも可）

昨年九月より本年六月までに祠堂をつけてくださった方には六月二十三

日の午前十時より本堂にて読経させていただきます。

祠堂予定で本年読経希望の方は早めにお願いいたします。


